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〔 解 題 〕  

高 岡 鋳 物 師 ・ 高 森 家 に つ い て  

 高 森 家 は 江 戸 時 代 以 降 、 代 々 高 岡 金 屋 町 で 鋳 物 業 を 営 ん で き た 旧 家 で あ

る 。主 に「 久 右 衛 門 」を 襲 名 し 、近 世 は「 釜 屋 」、の ち「 キ ン さ 」と い う 屋

号 で 呼 ば れ て い た 。  

 高 森 家 は 、 高 守 家 と も 言 う 。 こ れ は 「 沢 山 の “ 高 ” を 、 減 ら さ ぬ よ う に

守 っ て い こ う 」 と い う こ と で 改 名 さ れ た と い う 。  

 金 屋 町 へ は ７ 人 衆 に や や 遅 れ て 移 住 し て き た と 考 え ら れ る が 、 正 徳 ２ 年

( 1 7 1 2 )・享 保 1 3 年 ( 1 7 2 8 )の 金 屋 町 拝 領 地 の 絵 図 で は 、枢 要 な 場 所 に 位 置 し

て い る 。  

 高 森 家 の 仏 壇 に は 木 仏 尊 像 が あ り 、 仏 壇 内 の 掛 軸 に は 、 木 仏 を 安 置 し た

年 代 を 慶 安 ３ 年 ( 1 6 5 0 )と 書 い て あ る 。  

 過 去 帳 に よ れ ば 、 初 代 （ 釈 善 教 ） の 没 年 は 宝 永 ５ 年 ( 1 7 0 8 )で 、 ２ 代 （ 釈

浄 念 ） の 没 年 は 宝 暦 ６ 年 ( 1 7 5 6 )と な っ て い る 。  

 し か し 木 仏 の 安 置 さ れ た 1 6 5 0 年 か ら 、 第 ２ 代 の 没 年 1 7 5 6 年 ま で 1 0 6

年 間 も あ る 。さ ら に 木 像 を 仏 壇 内 に 安 置 す る に は 、あ る 程 度 の 年 齢（ 3 0 歳

以 上 ） に な っ て い た で あ ろ う と 考 え る と 、 こ の 間 に さ ら に ２ ～ ３ 代 あ っ た

の で は な か ろ う か 、 と 推 測 さ れ る 。  

 文 化 ３ 年 ( 1 8 0 6 )に は 町 頭 を 勤 め て い る 。  

 真 継 家 よ り の「 鋳 物 師 職 許 状 」発 給 は 次 の ３ 点 が 確 認 さ れ て い る（「 鋳 物

師 職 許 状 」は 通 常 、代 替 わ り の 際 に 発 給 さ れ る ）。文 政 ７ 年 ( 1 8 2 4 )９ 月（「 高

森 久 右 衛 門 」 宛 ／ Ⅰ - 3）、 及 び 天 保 11 年 ( 1 8 4 0 )７ 月 と 、 嘉 永 ５ 年 ( 1 8 5 2 )９

月 （ こ の ２ 点 は 「 高 守 久 右 衛 門 」 宛 ） で あ る 。  

 江 戸 後 期 頃 の も の と 思 わ れ る「 菊 御 紋 勅 許 鋳 物 師 看 板 (Ⅰ ‐ 2 6 )」に は「 高

守 久 右 衛 門 政 明 」 と 記 さ れ て い る が 、 政 明 は 何 代 目 か は 不 明 。  

 ９ 代 の 久 右 衛 門 は 明 治 3 1 年 ( 1 8 9 8 )３ 月 ７ 日 に 死 去 し て い る（ 享 年 不 明 ）。

遺 言 に よ り 、実 母 の 三 澤 と み へ 打 出 本 江 村 内 の 広 大 な 所 有 地 を 贈 っ て い る 。

そ の 書 類 に よ る と 久 右 衛 門 の 住 所 は 金 屋 町 4 0 番 地 。 親 戚 と し て 下 村 の 三

澤 善 三 郎 と 、金 屋 町 8 4 6 番 地 の 高 森 常 太 郎（ 常 治 郎 の「 治 」を 訂 正 し て「 太 」

と し て い る ） の 名 が あ る 。  

明 治 ５ 年 ( 1 8 7 2 )の 「 金 屋 町 拝 領 地 持 分 一 覧 」 に よ れ ば 、 金 屋 中 町 居 住 の

久 右 衛 門 は 7 3 8 . 8 7 歩 の 土 地 を 所 有 し て お り 、 金 屋 町 の 通 路 を 除 い た 総 面

積 4 , 6 3 7 . 3 7 歩 の 1 6％ を 占 め 、 鋳 物 師 の 中 で は 断 然 １ 位 で あ る （ 2 位 は 喜

多 万 右 衛 門 ）。  

 同 ８ 年 11 月 の「 地 租 改 正 金 屋 町 地 引 帳 」（『 高 岡 鋳 物 史 話 』）を み て も 7 3 9 . 3

歩 で １ 位 で あ る（ 職 業 は「 銅  鋳 物 」と あ る ）。２ 位 は 喜 多 万 右 衛 門 の 5 3 8 . 7

歩 で あ る 。  

 1 0 代 の 直 信 氏 は 大 正 ６ 年 ( 1 9 1 7 )の 高 岡 鉄 工 所 員 集 合 写 真 (Ⅶ － ３ )裏 に

「 当 年 弐 拾 参 歳 」 と あ り 、 明 治 2 7 年 ( 1 8 9 4 )頃 の 生 ま れ と 推 察 で き る 。  

 11 代 常 次 郎 氏（ 釈 行 清 ）は 昭 和 ４ 年 ( 1 9 2 9 )没 。高 岡 消 防 団 第 ４ 部 小 頭 部

長 と し て 活 躍 さ れ る と 共 に 、 部 下 団 員 達 を 温 か く 処 遇 さ れ た と い う 。  

 1 3 代 は 克 行 氏 で あ る 。克 行 氏 は 本 史 料 群 を 修 繕 、整 理 を な さ れ た 。平 成

1 3 年 ( 2 0 0 1 )３ 月 3 1 日 没 。 克 行 氏 の 甥 秀 則 氏 は 下 伏 間 江 で 「 高 森 鋳 造 所 」

と し て 銅 合 金 鋳 物 業 を 営 ん で い る  

現 在 、 1 4 代 克 明 氏 は 高 岡 市 泉 町 に 居 住 し て お ら れ る 。  



 

（ 平 成 2 3 年 5 月 1 0 日  仁 ヶ 竹 記 ）  

【 参 考 文 献 】   

・ 釜 本 晟 一 『 高 岡 金 屋  鋳 物 師 の あ ゆ み 』（ 平 成 1 2 年 ） p 1 4 9～ 1 5 0  

・ 高 岡 旧 町 諸 商 売 屋 号 調 査 委 員 会 『 高 岡 の 町 々 と 屋 号 』 第 ３ 号 （ 平 成 ７ 年 ） p 1 3 5  

・ 笹 本 正 治 『 真 継 家 と 近 世 の 鋳 物 師 』（ 思 文 閣 出 版 、 1 9 9 6 年 ） p 4 5 9 ･ ･ ･な お 、 同 書 に

よ る と 、 文 政 1 1 年 ( 1 8 2 8 )～ 明 治 1 2 年 ( 1 8 7 9 )の ３ 種 の 真 継 家 支 配 鋳 物 師 名 寄 帳 に

よ る と 、「 高 守 久 右 衛 門 」 の ほ か 、「 高 森 九 兵 衛 」 と 「 高 森 彦 左 衛 門 」 の 名 が 確 認

で き る 。  

 

 

 

史 料 点 数  

Ⅰ  鋳物 師 由緒 ・ 取 決 関 係   ２ ６ 件  ２ ６ 点  

 

Ⅱ  釣鐘 関 係           ３ ５ 件  ３ ５ 点  

 

Ⅲ  鍋釜 関 係           １ １ 件  １ １ 点  

 

Ⅳ  絵 図 関係           １ ０ 件  １ ２ 点  

 

Ⅴ  土地 （ 屋 敷 ） ・ 金 銭 関 係   ９ ９ 件 １ ０ ７ 点  

 

Ⅵ  宗門 改 関係           ７ 件   ７ 点  

 

Ⅶ  その他               ８ 件  １ ０ 点  

 

      合    計           １ ９ ６ 件 ２ ０ ８ 点  

 

 

 

 

 

 

【 凡 例 】  

１ ． 本 文 書 は、その内 容 により、Ⅰ： 鋳 物 師 由緒 ・ 取 決 関係 、Ⅱ： 釣 鐘 関 係 、  

Ⅲ： 鍋 釜 関 係 、Ⅳ： 絵 図 関係 、Ⅴ： 土 地 （ 屋 敷 ） ・ 金 銭 関 係 、Ⅵ： 宗 門 改関  

係 、Ⅶ： その他 に分類 ・ 整 理 した。  

２ ． 史 料 の名称 は具 体的内容 を記 し、括 弧 内 にその表題 を記 した。  

３ ． 旧 漢 字 は現 行 の漢 字 に改 めたが、一 部 固 有 名 詞 などで旧 字 が適 当 と

思 われるものは、そのまま記 した。  

４ ． 虫 損 などで判 読 不 能 な部 分 は、［  ］ と記 し、字 数 の分 かるものは□□な

どと記 した。  

５ ． 差 出 （ 作 成 者 ） は基 本 的 に表 記 のまま採 ったが、複 数 の作 成 者 が存 在

する場 合 には、主 要 な何名 かを記 して、それ以 外 は「 他 ～ 名 」 とした。  

６ ． 受 取 （ 宛 名 ） は基 本的 に作成者 の項 に準ずる。  

７ ． 形 態 は竪 紙 （ 全 紙 を横 にして使 用 したもの） 、切 紙 （ 全 紙 を竪 に適 宜

切 ったもの） 、継 紙 （ 全 紙 を数 枚 貼 り継 いだもの） 、切 継 紙 （ 切 紙 を数 枚

貼 り継 いだもの） 、横 帳 （ 全 紙 を横 長 に二 等 分 し綴 じたもの） 、巻 子 （ 巻



物 ） などと記 した。  

   ※「 全 紙 」 は美 濃 紙 （ 大 体 縦 2 7 ㎝×横 3 9 ㎝） と半 紙 （ 大 体 縦 2 4 ㎝×横 3 3

㎝） の二 種 あるが、区 別 はしていない。  

８ ． 法 量 は縦 、横 の順 で記 した（ 単 位 はセンチメートル） 。  

９ ． 備 考 は先 に虫 損 があるものをその度 合 いに応 じて「 虫 損 激 甚 →虫 損

甚 だし→虫 損 →少 虫 」 と記 した。次 にシミ、ヤブレなど外 見 上 特 記 すべ

き状 態 を記 した。次 に具 体的 に内容 を補足 する事 項 などを記 した。  

1 0． 本 目 録 の整 理 ・ 作 成 は高 岡 市 立 博 物 館 学 芸 員 ・ 仁 ヶ竹 亮 介 が担

当 した。  


